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Rdsum6

Thetoxicityof♪,〟-dimethyl-DT,♂,〟-dト

/ ethoxy-DTandタ,p'-,ODD (Ta7'lel)topllpae

ofthecommonhouse.mosquito(CuZexplpz-ensvarJ
palZensCog.)When,appliedinwatererrlulsion

LWereCOmParedwiththatofタ.L･'=DDT.The
I lヽ

resllltsleadtotheconclusionthat♪,〟 -dime-

thyl二/DT,LIlL)′一diethoxy-DT andpIP･-ODD I

areca.1.ll,1.26もnd5.86timesastoxicasL',L･′- .

DDTattileLD-50,respectil,ely･

･SttldiesonSynergistforlnsecticidcsV･OhtheCon9ePtration.ofEgonolbythe∫
一･Solven七･Extrait)'on'HiromichiMATSUBARA(Dept-pfAgr･Chem･･FaculLtyOf71gr･･
.G机 UniversityaridTakeiLab6ratory,InstituteLotChemicalRes6areh,､Ky6toUni-V-

ersity)lくeとeivedNov'･,29･19戸L･･Botbu-Kagahu16,190,1951.I(withEngl*hr官主umd
]92) L'

34･_鼻薬め共力剤に関する研究 (第5牛)溶媒抽出･によるエゴ′.-ル?濃縮に裁て
琉蚊弘道 (蚊阜大学良学郊農番作学教室及び京都大学化垂研究所武居研究室)･26.ll.29受理

tl'Jはl'に放て著者はエ叶的中の干ナノ｢ルが分子東

田に串り原油の9値に恐縮されるのを報瞥したが,共
の際エゴ/-ルは初潮に共の大部分が河出し,エゴ油

由 三成分,7:･ある iiiolein と講釈塩壁がかな り来 る

馬愉蛇によるエコ･パ ルの選択抽出が可随の撰.こ恩は

極 から,卦こ各種溶媒による非の抽出を研究したと
ころ,methanol及び9J%aietoneが抽出御 荘とし

て抵当であり.柑こ払ethanolによって全土3･′-I

･Lの55宣6轡 切 出StL･･も融 桝 ゐ誓 /'-,Lが駄

的の5･3倍に恐縮される蔀を早uしたので此処に報4Fl--

する｡一､
,油脂現中から溶媒によ′り特殊成分を遥抗抽出する所 l

悶 solvとnttext,raclionに関する研好 ,は近年各国で

多く行l封t.て居り,･特に米国では胡麻油中の有効成分

･T,あるTsesaminを溶射由出により恐縮すさ方法に就
てゐ特許3)も二三とられてゐる｡

･･･ ･尭ー 一敗 ∴

I.各種溶媒による抽出試験

紙料のエゴ油は昭和?A年鳥取県窪の抜手を圧搾 拍々-､

したもので,共の一般性状は攻の通りであるOI

･ 比 証 / 屈折率 ■. 1酸 1両̀ 鹸化価 .

L･d警〒o･9277 T nL9-ユ･4793 4･6､-19L4･8
沃素価 (wijs) ェ三ソ ール(%)

.･94･1.､ -3･甲
抽出実験装hlLEi抹約10とC.容の自製小型分液漏斗に冷

却誰酬 寸したもので,比の叫こ試験的を､0･5r l･Occ

' 1叩 ' ,
l

/~ヽ l

入れ･史に一定容丑の各班堺雄を加1-定in度のfrl氾
相中で約5時間朕近し,後 3-4時間静配し.下暦の

油層を抜き出し上厨の満媒を7デスコに採り満城を班

圧で潮去し抽出丑を求め,.更に之を酒精加盟で鹸化し
液体抽出怨で30時間エーテルを糊ひエ=//二ルを抽u

L･菅野)の考案した比色宅造法によっや千でノ.-,†
を測定した｡

エゴ油はiso:propylalc'ohol{n-butylalcohol,

isoTbutyl'alcohdIl考び .'号O-amylalFOhoiには/
常温で,acetoneには400..,._ah/S(?lute.?lcoholに
tまQ6?で夫 完々全に搭解すも69を認めた｡又水と完1.

全lS混合する桁蝶で含水の場合はェゴ油と共の此Fiが●

近くなれば分液が則雄である都が観察されたので,

此処では.methanol∴ab去oldte,aJcihol,I90% ac-

et?n.e及び Lurfurol.の4位の桁蝶を干す的の2倍

払 油 管各種温弊 抽出緬 を行って如 炎の様な軸
共を得た｡ J
約1表の総和 子らェぎ油から三ゴ′｣ルを恐惇な状
態締 出T･alこは堺一溶媒や場合は m車 示olで 40
-600,90% acet(-ne.では40-500の抽Ellが泊当で,～
工業化の観点からは りethanol･,が位もよい技に恩は

すLるO .i

佃一般に袖山温乾の上 井 に つ叶て抽出物巾の千で/

-ルの含故は位か滅少し･.エゴノー-ルe)抽出率は相加
するのが誼められる｡, I

ImetharH'.1及びi90% a_cet甲?抽出に於で叔謁況
′一

＼
. ′

､ .
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Tablc1.･RcstJltsofcgono19XtraCtlonWith
variollSSOIvcntgfromegoseedoil.producedin
TottriPrefecture.

Table2.Relationsbetweenvolumeofmctha-

n.I-andyield･.iextractedegon.t.

/
虻に於七の収率がそれより低温姥のそれより蛙か低い

のは.̀共の温艶が溶媒O,沸点か或は執成に近い串め,

長時間の処理によ･り冷却器を通じこの後故の粋狂の蒸

発瓜矢に蛭田するものと蝕 まれる｡ ′ ,～

軌 J=実験によづてエ3･ノール抽uJ糊 としてはme-

thanor.が錠も適当である姉が解ったから.methan-

エコ湖 に対し2-J14倍褒故の methanolを用ひ■60oj,
で抽Lu粥晩を行ひ節2訪…のはな相朱を得た｡fLJ此のme-
thanol抽出 は的分振作を行はず全 rhethanolで1回
袖山を行ったものであ李.___

.以上の矧こmethanolのrlq一拍LH振作では metti-

anolを14倍容Liの様な多放n】ひても全エゴノールの
63%以上は抽山不可随で&,る叫を知ったOこれは解約

､

†

中のエゴノールの棚 形頂が二位或は;糊t.
以上あるのに原田すると瓜Itlt.る｡

液作抽出に放て一定nの節状をmひる均
介はIL11分挽作を柑孤とするは勿'.絢であるが.
分配率から枕許するとエゴ油に対 し邦 の
6-8倍'jiの methanolを 3-4同 に分割

し袖山する時は抽山可憐形倍のエゴ･′Lル

の殆んど大部分が抽出されるもーの と推定 ＼
される｡

II∴ Ⅱethanol抽出大t試験

前報l)の分子蒸潮の際に用ひた肢中保珪

エゴ油と同一試料を多丑用ひ,之に2倍窄

丑(歪丑では約1.7倍)の､'mtthanムlを加へ

4回,･500で抽出し (合計8倍等l霞丑で

は6･75借)aEの得執 各部分の組成及特数

等を研究し節3炎の様な結果を得た｡

.即ち醗串県琵エゴ泊を500で methanol

の2位容で4阿抽出する時は.所謂 egq-

nolconccntmtcとして 12.2%,~よで′

てルとしては 64･5,..'の収率を示し;ェゴ.

ノ■-ルの淡凪蛸 泊の 5.29倍となる｡此

㍗ ckonoleonccntrate■を恥 こ粥朝地 理
のみに羊って氾帆 こする叫は桁肺肝の郊似

性ふら囚雑の粗 こ血 まれる｡

､佃比の切介の粥油の不鹸化物含址.:矧汎

一班素価及び此爪は原油よ.り位か減少し,文
一鹸化価はE,riかに杓加する｡

ⅠⅠⅠ. hlethanol抽出戎油中よ

り90%Acetone!こよる残留エ

ゴ′_ルの抽出試験 一 -''

-前実験に於ての methanol.抽出残油中

ttは倍エゴノ｣ルか0.84%含有され.一之は
＼

全エゴノ･.-ルの23.5%に相当してゐるが.

前述の実欧によれば methanol.では抽LII悶郡の形岱

であるから,抑蛇を90% acetoncに珠へ400で6卑び

]2倍容のr!t班を1剛TJひ比の四酔 3'′ -ルの抽11朋
験を行ひ卯4･Jiの様な輔刀ミを和た;㌔
即ち損油に対し12tだ容の90%acetoneを用ひても

査残留:L3'ノL･.'レの67%が抽出されるのみで･叉抽出

物中のf'ゴノールの含丑も任く漸く班油に近い税政と._

なる.,

}拾 ∴ 指

Il°･ェゴ拍中か.bェ女).A-･ルを抽出す争乱 meth/ L

anol,ab.solutealcもhol,90%aeetohe及びfur壬urol

で抽出拭由を行ひ, methaLhol~友びー9JPialcetonF_

が抽山野蝶として迫当である頚を認めたム ー

.鳥取県窪のエコ湖 に放ては 60｡で14倍客ら ふe-

191.
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･Table3.Resultsof,largescaleexperimet)ttlPOnegOnOlextrctiohwithmethanolfroid･

cgoLSeedoilproducedinGifuPrefecture.･ ＼IA.YieldsandCompositions･

I ,: I:. ;..'･ ' f'･'･ .∴ ;･'･ :.'●''

13.Color,Appearat)ceatldCharacteristics ･1

･Table4･Resultsofegonolextractionwith90% ac.et.onefrom.residualoilproduced/
bymetllanOleJ亡traCtion.I

＼ ･

(1) 松原弘道,義 美守 ;防虫科学,16,103.(19
51)･ .,

(2,)'Treybal:Ind･･En貫･Chem･･.43㌧79(1951);
阿部芳郎 :エ化,54,229(1951) ,

(3)Simant,on:.U･S･P/2463324;C･A･,,43,

3p9.6924'61799409,I,;£6m709慧昔 ;.a,nI.o3',≡;:Clh(:.,7;デ'

(4:枚院弘道 :防虫科乳 16199(1951).
J Resllm̀I

･1.,_Forthe･purposeoftheextractionof.

egonolfrom egoseed-oil, ari､extraction

1testTyasCarriedoutusing'methanoll.absolute

alcohol･.90%pacetもneよndLfur･Eurol･.aqd･.Iaチ
the'result,methanoland.90% acetonewere

foundtobemost'sditableasthesolvehts.Jn

theeaseo'ftheego seed.ail_producedlin

Tottri Prefecture,.itw…asimpossible ttI/
extractwi叫 mlethanolmorethari155%'oE

thetotal'egondleventhough_thatdf14.-ti.mcs

.thqnol細 ひても,'全ネコ●/.-ル､の55年114上を抽出

/形態でエゴ渦中に存在L.字ゐる馬と恩はれる｡

一般に脱油の 6-8.倍容の mithanolを3--4回に

分測し40-600でェゴノ丁ルを抽出するのカ嘩 当-と思
はれる｡

1-2. 肢阜県珪エヂ油を用ひた大正試臥せは2倍容

_ (7rt出では約1.7倍)の'methanolを川ひ.500で4回

的Luして得た恐縮軸 t,由としては1_2･2%,_'i3'/_T
'Jとしてii64.年%の収率を示し.恐縮油申ゐェナノ-

ルの氾BfC.蛸 氾b5･29倍となった. .
一班拍中に琴存す8,エゴ′Tルを別の御 飯 抽出する

'目的で,400セ12軍容の 9b%●acetoneを用ひ1r回
抽出しても,全項留工かノ●-ルの67%が抽出されるの

みであ､り;叉抽出物中のエゴノールの合丑も低からた｡

･ ･･本研究に当り終始御敬接を戴いた馬齢防紋博士に厚-

へ _L_(感謝するこ-
I.I
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防.滋′科:,学

hyl･OltJme.1t･60oCly.lSbeingtlscd･◆
This.qccmstohavel杷CnCatJSid･from the

LactthetheegonolcxlstSinrtheegoseedoil

inad王Lrcrcntstate.Ingeneral.itisqllitc .､ヽ
propcrtoextractegonolbytreatingwithme-

thar1010-8timesoLtheorigirhloilbyvolu-

me,dil･Jdinginto3-4timesI)etweerl40-60〇･

.C.

2.L'Egonolconccl-trateObtal'nedbyal早rge.

TscalFe叩ertldentusingegoseedoilproduced -/,
JnGffuPrefecttlre,tZSingmethanol2timesby

yo1-umeat500,extracted4times,Showqedtheノ

-･yielQoL12･2% チSaqil･̀64･536astheeg?not;)

野 6 ･mr-
andtheCOnCentritionofegonolinthe-conce-.

ntratebeingheightenedto5･29tim_esasmuch-
astheoriginalroil./I- T

Thecompositionand-character王sties′､ofthe

cone?ntr?teandresidualoilwereex'aminJedin
d古tail.

Tnordもrfoextr:tctegonolremaininglnreと-I

idualoilbyanothersolven't.oO,Q.'acctoneNよs･

appliedoncelVith12timesby､･olllmeat400,I
Withtherestlltsofextractionofonly67% of

totalresidualegonol,andegotlolcontentin

theextractbeingTethersmall.
7

hsecticidalAtionofVor如ileCo甲POtLnds･ToxicityandActionofGa占eotlShs-

ecticides(3rdReport)'･C叫kichiHAntJ･EAWA,SyunroU･llIDA,thelateYasa,-buroNrsIK'AWA
MasaoKTYOKtT,̀TuruhikoI与opo,_MasayosiYo･m A& NolJtlsukeStlzUm･_Recei,ed

Nor.30,1951.BoEyu-Kagahu16,193.'195lLWithEnglishre;umと21g).

35.揮発性化合物の殺虫力*毒性瓦斯の殺虫力並に作用 -(第 3朝)料 I他廿 ･内田任那

故西川弼三郎･靖久正夫:J近藤約珪 ･曽悶正衣 ･鈴木信輔 26.ll.30J受理､
'緒 官 :

'･欝芥等は歎唖の揮発性化合物の呼吸中liim剤としての

.碍力にらいて,こ 数ゝ年にわたって研究を続けて来た.～

ミ･その目的については第1報tlJにおいて聾者て赤川)那

･述べたとお｡セある｡･鮮創鯛 人的の抑 こ1-?て今
日までその実険結果を醜 発表するを得なかった攻筋

である｡

鳩 発蛭物質の苛性に?いては既に幾多の研究成鍔がI･_
あるにも拘らず雪々がこの研究を企七た理由についで

'も既に班べたのでちるがi賛由防除の臼的で,燃議を

行うに当ってはなるべく拐済的でしかも効果が確実で

あもように比較的長い時間の熔茶を行うことが望ま̀し

･い場合が多い.従来外国で行われた研究の多くのもの

にあっては5時間乃至7時間瞳の作用時間がとられ{J)
いる｡(W.MooRlモ.1917(2㌧1918の;A.L,STRAND;

1935(1';).R.BuBVINF,1938(5';F･W.ーF柑K&H.H..I
S即1･ARD,1938(6)等)せいぜい長い作用時間を採何し

たものでも1時 間乃至2哨 問位であ.alo (L･PRや N
&G.F.MAcrmoD.1936の;H.H.S耶PARi'&D.L.

LTNDOR叩,1934(8))

苦々は田川として48時間標茶とし,時として比較の′

ために2如寺W燃茶を行った｡
fG性ガスの砧カを此校すべき方法として柁老はから

て一方法を提唱した｡(l)しかし,この方法によれば毒

力を示す歎机は不名取となり,宍FT7性に欠けてい.る欠

点があるのみならず,平均致死正の大小を知るごと●を

*京都大学良学柘且虫学軒究卓業統欝197号
./ ′

得ない｡近年になって大沢及び長沢のは殺虫刑の打力

を比較する方法を提唱した｡この方法は昆虫の殺虫剤

に対する感受性の変只に関する BLr8g の理論に立脚

し,供託昆虫の控準例益を敬正して殺虫他申,･中火致

死血,k≡乾有効致死払 絶対-JJ一効姥等の概念を町人す t

宣言警…誌 芸去霊 芸認 諾慧 芸,:三言ttt;､､
′ろたあるものと冒える｡

本乾字においでは餅 は平均改元丑 (或は中央致死

血印も hlLD)及び供･H虫の 99%を殺す襲丑 (即ち

LD-99)に韮いて各種現品の詩力を比較するちとにし

たd即ちとれらの弊塵が小さいほど毒力が大なること

を意味する｡学術的には MLDによって魔力を比較

するのが正しいとされているが,実印的には LDl99.

矧 ま大沢氏等の冒われるごとぐ3次和効致死丑の如き

をとろがよいと思う｡

この研究は前述やごとく誹瀬が3;(都大学在跡目こ企
てたものせぁり.これが茂行もきたのは内田粗さ脚 士

をはじめ炎EZIにか げゝた多数の研究去凸諮恋の熱bな

協力の甲ものや 畠｡tt`ゝ1号これらの謂抑こ搾甚な謝
眉を表する｡なお実験記銃の洛理･計井に関しては内田

博士及び昆虫学研究室員掛見常牧子雄の多大の援助を
/

-ぇたo実時与れなくはこの報文は生れなかったであろ

う.と加 つれる｡,ら にゝ特にこれを述べて感謝ゐ舌を表

す｡なお東研究め迭行出束た碕 文部省科学研究費を/
いたi･いたもかげである｡謹んで学局に感謝の意を表

す次節である｡ I


